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～友と和し、学び合い、心と体を鍛え 未来へ羽ばたこう～    

 

  「夢中になって、みんなで一つの歌を歌えるのは、この文化祭と、次は卒業式を残す

のみです。その瞬間を噛みしめて、大切に、大切に、歌ってください。」 

  文化祭当日の朝、みんなの机に届けた学年通信にはこう書きました。 

  一週間のブランクがあった中、前日わずか 40 分程度の練習で、あの土曜授業の日の歌

声まで戻せるのか。先生たちは、とても心配していました。 

  そして、始まった文化祭「合唱コンクール」。2 年生、1 年生が精一杯の歌声を聴かせ

てくれました。20 分の休憩ののちには、いよいよ 3 年生。みんなの歌声をいつも大切に

育ててくれる雅子先生が「3 年生、少し声出ししてきたら。」と言ってくださり、みんな

にそれを知らせると、我先にと体育館を飛び出し、校舎前の中庭に。最後の仕上げをす

ることができましたね。コロナ前のかつての 3 年生の姿がよみがえり、（やっと、みんあ

の文化祭が戻ってきた。）と胸が熱くなりました。 

  3 年生の学年合唱。今まで聴いた中で、間違いなく一番の歌声でした。何より、みん

なが「歌いたい！！」と想っていることが、ひしひしと伝わる、まさに『演奏』でした。

学年みんなで音を紡いでいる感じが、なんとも心に沁みて、3 年生担当の先生たちはも

ちろん、他学年の先生も「自然に涙が出ました。」とおっしゃっていました。この学年合

唱で、（クラスの歌もきっと大丈夫！）そう確信しました。 

 

  5 組の合唱。クラスのスタートには、なかなか殻が破れずにいた 5 組。挙手がなく、

意見をもとめても口を閉じていた人たちが、あんなにも大きな口を開け、あんなにも体

を揺らし、歌を心から楽しんでいる！なんて素敵な変化を見せてもらえるのかと、感動

しました。ソロの 4 人の一体感もまた、「虹」に華やかな色を差していましたね。 

 

  2 組の合唱。柔らかな歌い出し。給食を美味しそうに食べるみんなをいつも間近で見

ていて、幸せな風景だと感じていましたが、その温かな 2 組が、歌になった！…幸せの

形とはこれだなと思いました。「ここは力強く。ここは滑らかに。」みんなの意志が声を

出さずとも伝わっている。2 組だけの「コスモス（宇宙）」が体育館に生まれていました。 

 

  4 組の合唱。いつもにぎやかなクラスが、真剣な表情に変わるとき。こんなにも力強

さが出るのだと、ほれぼれしました。やんちゃな男子たちが、男声で、少ない女子の声

を支え、そこにのっかるように女声が美しく響き、まろやかな合唱を創っていました。 

 譲り合って、支え合って、まさに「結」ばれた 4 組の姿に、心から拍手をしました。 

 



 

 

  1 組の合唱。このクラスのスタートは、お互いがあまり近づこうとせず、微妙な距離

感がありました。道徳の授業で座席の形を変えたころから、コミュニケーションが増え、

いつしか、とても自然体のクラスへと変化していました。歌はそれを反映し、表情豊か

な合唱を形作っていました。よく響く声は、心の成長を感じさせ、互いが互いをさりげ

なくフォローする安心感がありました。クラスがクラスである「証」でしたね。 

 

  3 組の合唱。3 組の教室でよく伝える言葉。「落ち着こう！」。合唱は果たして…。 

とてもとても穏やかでした。一人一人の声が溶け込むハーモニーは、とてもとても心地

よかった。指揮とピアノと歌声が、バランスを取り合って、みんながひとつの方向へと

向かっている。進路はそれぞれ違うけれど、「エール」を送り合って進もう！そんな勇気

をもらう合唱でした。 

 

  勝手ながらの講評ですみません。 

  伝えたいのは、本当に、本当に、感動したということです。「心が届く歌声」は、岩木

先生のご講評どおり、聴く人全てに感動を与えました。 

  「3 年生が歌う表情は、3 年生の歌声は、朝明中学校に伝統を残しました。」 

嬉しいお言葉をいただきましたね。 

 体育祭、文化祭と、3 年生の存在感は増すばかりです。これからは今まで以上に注目さ

れる自分を思い、それに恥じない姿を見せていきましょう。日常にもよい伝統が残せる

ように、後 4 か月を全力で頑張ろう！ 

 

  1 年生も 2 年生も、しっかりと歌えていてよかったと思いました。アレンジを加えていたクラス

もあって、楽しむことができました。3 年生も、どのクラスも引けを取らないくらい上手で感動しま

した。自分たちも、練習の成果を出せてよかったです。どのクラスも楽しそうに歌って、聴いている

人も笑顔になれてよかったです。                                                        

        

どのクラスも声がよく響いていて、一人ひとりが全力で、硬くなり過ぎず、自分たちの合唱ができ

ていてすごくよかったと感じました。3 年生は中学校生活最後の合唱コンクールだったけれど、それ

ぞれの想いや、今まで取り組んできたことを伝えることができたと感じました。    

 

学年合唱は、自分の声が周りの声に圧倒されるくらい、とても迫力がありました。自分たち 3 年生

は、1 週間学年閉鎖で歌えていなくて、ぶっつけ本番だったけれど、どのクラスの声にも感動しまし

た。やっぱりこれが、3 年生なのだと思いました。                 

 

他のクラスのみんなが一生懸命に歌っているのが伝わってきて、「すごい。」と思いました。他のク

ラス、学年、一人ひとりの歌声に個性があって、（元気に歌う人、まじめに歌う人など）とてもいい

と思いました。                                 

 



1 年 1 組の「Ｙｅｓ！！」は観客全員で参加できる取り組みがあったおかげで、1 番始めに歌う 5

組は緊張をほぐすことができて、助かりました。2 年 3 組の「ＨＥＩＷＡの鐘」はクラス全体の 

 歌声が響いていて、2 年生の中で 1 番心から歌えていたのではないかと思いました。  

 

 自分のクラスも精一杯頑張ったけれど、他のクラスも頑張っていて、どこが金賞を取るかわからなか

ったです。みんなが大きい口でお腹からというより、心から歌っていて、「上手！」の前に、「感動！」

ができました。みんなが指揮を見て、一生懸命歌っていた姿に心を打たれました。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ  合唱コンクールが終わった後、保護者の皆様に「涙が出ました。」「何度もＹｏｕＴｕｂ

ｅを見ました。感動しました。」とお声掛けいただき、本当に嬉しく思いました。子どもたちがどれだけ頑

張ってきたか。クラスや学年、学校がどれだけまとまってきたか。ということを皆さんに見ていただけた

ことが、何より彼らの自信につながったと思います。本当にありがとうございました。 

  大きな行事が二つ終わり、いよいよ進路決定のときが近づいてきました。不安に感じることも多くなり、

不安定なお子様の様子もあるかと思いますが、最終的には、自分で決め、自分で向かわなくてはなりませ

ん。乗り越えることができますように、体調管理と、適度な息抜きを家庭で支えていただきますよう、よ

ろしくお願いします。11 月 17 日（金）は、進路説明会となっております。去年度より、Ｗｅｂでの願書

出願が本格的にスタートし、例年と違うところも多々ございます。家庭で準備していただくことが増えて

おりますので、保護者様の参加をぜひ、よろしくお願い致します。（11 日（土）に詳細をＨ＆Ｓにて配信

いたしましたのでご確認ください。プリント配付はございません。ご了承ください。） 

  なお、転居をご予定、また県外の高校をお考えのご家庭は、速やかにご相談いただきますよう、よろし

くお願い致します。また、メリノール学園の育成入試、古川学園、大橋学園の学校見学等、入試を受ける

ための事前準備が必要な学校があります。お忘れのないように、くれぐれもご注意ください。                               


